























































　集められた資料は、全部で 76 件、その内訳は、①企画委員会審議事項抜萃（5 件）、②外勤









































記録されているわけではない。しかし、先の準備委員会からの報告のうち、昭和 12 年 9 月 28
日付けの報告には、「会議開催原案通り決定」とのスタンプが押され、9 月 30 日の日付と小山






























































　下期第 2 回目の企画委員会審議事項である 9 月 29 日付けの「抜萃」には 22 案件が記載され
ている。ところで、この抜萃で際立っているのは、審議事項の大半が、各支店からの提案に
よることである。小樽支店丸山氏（丸山時雄氏か？）1 件、下関支店後藤氏（後藤直氏か？）
3 件、九段支店饗庭氏（饗庭英男氏か？）14 件、徳島支店 1 件、静岡支店 1 件となっており、
提案者の記載がなく、諮問と推定される案件は 2 件のみである。但し、このうち可決とされて




























ｃ）10 月 12 日付企画委員会審議事項




明である。昭和 14 年 10 月「行旗」が制定されているため、時間の経過とともに、再考された
と考えられる。先にも触れたように、「出納係手当支給の件」については、準備委員会では可
決されたが、企画委員会段階では否決されている。
ｄ）12 月 2 日付企画委員会審議事項








































ｄ）12 月 28 日付企画委員会審議事項


























































項抜萃」に限定される。昭和 12 年分の残り、翌 13 年の資料、それぞれからも、不動貯金銀行
そして貯蓄銀行の経営実態を知る多くの手がかり得られると予想できる。それらについては、
今後とも研究を続けていくことにする。
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